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平成 29 年度 第２回錦江町食育・地産地消推進会議 会議録 

 

平成 30 年３月８日（木）15 時 00 分 

錦江町役場２階会議室 

 

担当 お疲れ様でございます。それでは定刻となりましたので、平成 29 年度第

２回食育・地産地消推進会議を開会させていただきます。産業振興課長がご

挨拶申し上げます。 

事務局  皆さん、お疲れ様です。本日はお忙しいなか、また足元の悪いなかご出席

くださいまして誠にありがとうございます。 

 計画の中では、年３回会議を開催するとして計画をしておりましたが、都

合によりまして今回を含め２回の会議と、本日が最終の会議とさせていただ

くことを、まずもってお詫び申し上げます。 

 本日は会議の中で、後もって担当からアンケート結果、それから食育・地

産地消推進計画案等について説明をさせていただきますので、どうぞよろし

くお願いします。 

 それではただいまより、第２回錦江町食育・地産地消推進会議を開催した

いと思います。まず始めに、変更になった委員の紹介を、担当から説明させ

ます。 

担当  第１回目にご出席いただいた委員の方から、異動等の都合がございまして、

変更になっております。 

 教育課課長が、今回の会から委員として参加するということでございます。

よろしくお願いいたします。 

事務局  それでは、会議に入らせていただきます。本会議は、副町長が議長となっ

て会議を進めることになっていたのですが、都合によりまして今、副町長が

不在ですのでご了承いただきたいと思います。進行を産業建設課長にお願い

します。 

事務局  皆さん、こんにちは。協議がスムーズに進みますように、ご協力をよろし

くお願いします。 

 それでは協議事項（１）アンケート結果について、事務局から説明をお願

いします。 

担当  それでは協議事項の１番目、アンケート結果について、でございます。事

前に、資料の１－１、１－２、１－３ということで、結果を送付させていた

だいておりました。しかし、訂正をすべき箇所がございまして、本日、差し

替えの資料をお配りさせていただきました。 

 訂正の場所、内容ですけれども、結果の順序ですとかそういったものには
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変更はないのですが、パーセントの表示の仕方、こういったところでご指摘

いただいた場所がありまして。複数個回答を選ぶようなところです。３つ選

んで丸をつけてくださいというような、複数回答を選ぶものですけれども、

こちらにつきましては、当初、すべての回答の数を分母にして、回答数の割

合を出していたんですけれども、それでは結果的にパーセント、率が低く出

てしまって、深刻さが伝わらないといいますか、そういったところがござい

まして、あくまで回答をされた方の人数、これを分母にして、Ａという回答

を選んだ人が何人いて、結果、何％の人がＡという回答を選んでいるんです

よという形に改めさせていただきました。 

その見分け方としましても、参考までに資料１－１の問３なんですけれど

も。これは回答数です。これは一人ひとつ回答を選ぶ形になっています。こ

ういったものについては、回答数という表示にさせてもらっています。問４

になりますと、今度は回答者数という表示になっているかと思います。これ

につきましては、回答をされた方が 130 人いましたと。そして 40 人の方が

1 番に丸をつけまして、お酒っていうのを選んだ人は 30%でしたよと。こうい

った表示の仕方に改めさせていただきました。 

回答数の順位的には、以前お配りしておいたものから変わりございません

ので、この訂正は計画に影響はないところでございますが、改めてさせてい

ただきましたので、アンケートの集計の見方というところについて、説明さ

せていただきました。 

設問数が多いですので、今ここで具体的に一つ一つを報告するというのは、

ちょっと割愛させていただきまして、またその代表的な質問ですね、計画に

関与してくるものについては、次の議題で説明させていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

事務局 関連がございますので、協議事項の２、錦江町食育・地産地消推進計画の

案について説明をお願いいたします。 

担当 それではですね、事前に送付しておりました資料２、計画案ですが、お持

ちでない方はお配りしますが、よろしかったでしょうか。こちらと同じ本日

お配りさせていただきました、資料２差し替えと書かれたもの、これらを使

ってご説明をさせていただきたいと思います。座らせていただきます。 

それでは事前配布の資料２ですね、こちらを基本として説明をさせていた

だきます。細かな修正をしないといけない場所もございます。例えば、目次

の第 2 章のところですけれども、２番から始まっていると思います。これを

１、２、３という順に訂正をお願いしたいと思います。 

それから第 3章の所の 2番ですね、基本目標・推進体制とありますけれど

も、推進体制のところを消していただきたいと思います。推進体制について
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は、次の章で述べるという形にしたいと思います。 

それから参考資料、別冊ということですが、まずアンケートの内容、結果

については、先ほどの資料１から３までのものになります。それから食生活

指針につきましては、本日は参考資料として一枚紙でお配りさせていただき

ました。後もってまたご覧いただければと思います。 

それから鹿児島版食事バランスガイドはですね、第 1 回の会議の際にお配

りをさせて頂いたものになります。 

それでは次のページ、第１章の計画策定にあたって、でございますけれど

も、計画策定の背景・趣旨、こういったところを述べる必要があります。そ

れで前段の部分ですけれども、これは前回の会議の際に述べさせていただき

ました、国・県が計画で課題として挙げていること、こちらをまとめ書いて

る形になります。それから中段ですね、次の段落で、本町ではというとこで

すけども、ここでは国県の計画と連動した計画ですよということが書いてあ

ります。後段につきましては、基本的な考え方は第 1 次計画を主としつつと

書いてありますけれども、後ほどまた述べますけれども、ここにつきまして

は本計画の基本理念を書いているところでございます。二行目後半あたりか

らの、町民が食育と地産地消を理解して実践し、未来ある子供たちの健康で

健やかな成長を支えること、それから二段ほど下にいきまして、自然の恵み

に感謝し大切にする日本古来の食文化を子供たちに継承すること、こういっ

た子供たちを中心に考えた計画を作りましたということで、そういうことを

目的にしていますよということを述べております。 

ページをめくっていただきまして、４ページ目になりますけれども、本計

画の位置づけということでして、これは、法律に基づいて作った市町村の食

育推進計画でありますと。併せて市町村の農林水産物の利用促進計画、いわ

ゆる地産地消計画ですね、この二つを兼ねた計画ですよということを書いて

おります。また併せて、真ん中あたりの表に書いてあるとおり、町の各計画

とも連携を取っていきますということを書いております。 

3 番ですけれども、計画の期間は 30 年度から 34 年度までの５か年の計画

になります、ということを書いております。 

５ページに移りまして、第２章ということで、本町の食の現状と課題とい

うことになりますけれども、まずはですね、第１次、平成 24 年に策定した食

育推進計画、錦江町食交流推進計画ですけれども、こちらに掲げていた６つ

の目標、これが結果どうだったのかということをここで検証をしております。 

６つ項目がございまして 、H 24 というところが平成 24年度にとったアン

ケートの結果です。その次の目標値というのが、その第１次の計画で掲げた

目標の数値で、現場地というのが今回のアンケート結果でございます。その
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次の進捗率とありますけれども、進捗ですね、率は消していただきたいと思

いますけれども、結果としましては、全ての項目において目標を達成できて

いませんでした。ただしですね、その進捗の所で三角がついていないものに

ついては、進展があったということでございます。ですので三角がついた項

目については、食育への関心それから食事バランスガイドを参考にした食生

活、それから農林水産業の体験ですね、これらについては推進の方法もまた

改めながらの重点課題ということで、位置づけをさせていただいているとこ

ろです。 

ページをめくっていただきまして６ページです。アンケート調査の概要と

いうことで、どういった方々を調査の対象にしたとか、調査の期間とか、回

収率等を書かせていただいております。一般、それから児童・生徒、それか

ら保育園・幼稚園という三つの区分でアンケートを取らせていただきました。 

一般につきましては、ご覧のとおりの方々が対象で、町内保育園・幼稚園

それから小学校中学校につきましては、生徒さんを通じて保護者の方に回答

をお願いしたところです。調査期間につきましては、11 月 1 日から 11 月 17

日までと。調査方法・回収状況ですけれども、一般の町民の方につきまして

は、郵送でアンケートをお送りさせていただきまして、回答いただいたのが  

96 人と。回収率が 60%いうことでございました。それから一般の保護者の方

につきましては、学校さん経由でお願いをいたしましてご協力いただきまし

て、回収率が 74.5%でございました。児童生徒につきましても学校さん経由

でお願いしまして、回収率が 77.3。保育園・幼稚園につきましても、園の方

にご協力いただきまして、回収率 75.8%という結果でございました。 

それから次のページに移らせていただきまして、ここからがアンケートの

具体的な結果というところになってきます。計画に大きく関わってくるアン

ケートですね、それを抽出させていただいて掲載をしております。 

まず食育についてということで、ここは食に関する正しい知識の習得、こ

う言ったところが今、国・県が考える課題の一つですけれども、そこに絡め

ての質問と結果でございます。食育についての認知度ですけれども、こちら

につきましては、言葉も意味も知っているという方、こちら 59.2%でござい

まして、前回の調査時よりは減少しているところでございます。それを年代

別にみてみますと、児童・生徒ですね、ここですね、言葉は知ってるけれど

も意味がわからないというところですね、ここがちょっと割合が大きかった

ということで、こちらについては若年層に対する食育理解のための推進です

とか、情報提供が必要だろうということで書かせていただいております。 

ページをめくっていただきまして、食育への関心についてですけれども、

こちらにつきましてもですね、関心がある、どちらかといえば関心があるを
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選んだ方というのは、第１次の計画策定時よりも減少をしているという状況

でございます。 

それから下の問 45 につきましては、実はここに上げてある項目はどれも

食育においてはすべて大切な項目であるわけですけれども、特にこの 0%であ

った３項目、農林水産業体験、それから食品ロス、食品の無駄ですね、これ

の削減、優れた食文化の継承、こういったところが関心度が低いというとこ

ろで、ここらに対しての、特に理解と関心を高める取り組みが必要だろうと

いうふうに考えております。 

次の食事バランスガイドの認知度につきましては、こちらにつきましても

ですね、知っているという方が減少しておりますので、ここも取り組みとし

ては周知の徹底といったところが必要かと考えられます。 

次の９ページに移りますけれども、今度は食生活についてと言うことで、

これはですね、課題としては、今、国・県が考えてるのが、ライフスタイル

の多様化ですとか、そういったところで、朝食の欠食などの食習慣の乱れが

顕著になっていると、そういうところが課題となっているところです。 

それで、朝食を欠食することがある町民の割合ということで、毎日食べる

という方の割合は前回よりも増えております。ただしですね、これを年代別

にみていくと、30 代から 50 代、ここについては数値が低いという結果が出

ております。 

これを、30 代から 50 代が低いというのを頭にいったん置いていただきま

して、ページをめくっていただきまして、誰と朝食を食べますかというとこ

ろで、目を引いたのが、真ん中の児童・生徒というところですね、ここで一

人で食べる事が多いという人が 11%ほどはいるというところがちょっと目を

引いたところでございます。こちらに書いておりますとおり、国の第三次食

育基本計画というものですね、こちらには、誰かと一緒に食事を取る頻度が

高い子供というのは、その頻度が低い子供よりも健康状態ですとか、食物・

栄養素の摂取状況等が良いという結果が出ているということで、子供の食事

や健康については、家庭での食に対する意識が日々の食行動・食習慣にも影

響を与える可能性があるというふうにされているところです。そういったと

ころを考えますと、下の段、下から２行目ですけれども、子育て世代、働き

盛りの 30 代から 50 代の朝食の欠食率の高さ、というところが深刻であると

いうふうに位置付けまして、これにつきましては改善に向けて取り組まなけ

ればならないというふうに書かせていただいております。 

次の 11 ページに移ります。これはですね、関連して、夕食は誰と食べてい

ますかというところなんですけれども、夕食になるとですね、まあ家族揃っ

て食べるという割合が増えるわけですけれども、やはりまだですね、一人で
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食べるとか、子供だけで食べるというところにも数パーセント数字が見られ

るところです。家族が食卓を囲んで、食事をとりながらコミュニケーション

を図るということは子供への食育を推進する大切な時間であるということで

して、夕食についても共食を進めていく必要がありますと書かせていただい

たところです。 

次の４、食への感謝についてという項目ですけれども、これは国・県は、

食品ロスですね、食べ物の無駄。こういったところを課題としておりますの

で、それに関連した質問を抽出したところでございます。まず食事の時の挨

拶ですね。必ずしているという割合、これが減少したところでございます。 

ページをめくっていただきまして、問 42、食べ残し・廃棄をもったいない

と感じるかというところで、いつも感じているという答えを選んだ人の割合

が、やはり減少したところです。その次の問 43、食べ残しを減らす努力につ

きましては、必ずしている・だいたいしているという項目を選んだ人の割合、

これも同じく減少したところです。問 53、農林水産業体験したことがあるか

という質問ですけれども、あると答えた方が前回よりも減少しているという

ところでございます。 

食生活指針ですね、参考資料としてお付けしましたけれども、そちらにも

ですね、食料資源を大切に、無駄や廃棄の少ない食生活を送りましょうとい

うことを載せておりますので、そういったところを考えましても、まずは農

林水産業体験をとおして農林水産業への理解を深めてですね、そこへの感謝

の念を育んで、食品ロス削減につなげるための取り組みが必要というふうに

書かせていただいております。 

次のページですね、13ページなんですけども。ここはですね、差し控えさ

せていただきたいと思います。右肩に、資料２差し替えと書いた、本日配布

の資料、こちらに掲載させて頂いておりますが、こちらをご覧頂きたいと思

います。どこを変更したかと言いますと、アンダーラインが引いてあるとこ

ろですね。元の資料では、自分の健康への不満、それから普段ストレスを感

じている人はそれぞれ６割程度、というふうに書いておりましたが、グラフ

をご覧いただければ分かるとおり、まず自分の健康への不満を感じてる人と

いうのは４割程度で、普段ストレスを感じている人という名 6 割程度という

ふうになっておりますので、このとおり訂正をさせていただきたいと思いま

す。それから、歯ですね、歯や口のことでの困りごとについては、困ってる

ことはないとした人は、３割程度にとどまっていたという結果でした。 

めくっていただきまして 14 ページになりますけれども、メタボリックシ

ンドロームについてということで。言葉の認知度というのは非常に高いとい

うところなんですけれども、問 7の、１日 30 分以上の運動を行っているかと
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いう質問に対しては、ほとんどしないという方が 5 割を超える結果と。それ

から問 29の、塩分摂取を控えるよう心がけているかという問に対しては、特

にしていないという答えを選んだ方が、やはり５割近くにのぼったというと

ころで、こういったところを改めていく必要があるというふうな書き方をさ

せて頂いております。 

それから次に 15 ページなんですけれども、こちらもすみません、差し替え

が多くて申し訳ないんですけれども、資料２差し替えの、裏面の２枚目、こ

ちらを使って説明させていただきたいと思います。アンケートの結果から先

に申し上げますけれども、不安を感じていると。日頃の食生活についてです

ね、そういう人は５割近くを占めたというところで、その悩みとはなんです

かという問につきましては、健康面はもちろん出てくるだろうと予想がされ

たんですけれども、次に高かったのが食品の安全性についてというところで

した。では食の安全性について不安に感じるところはなんですかというとこ

ろにつきましては、１番多かったのは輸入食品ですね、こちらが一番高かっ

たいということで、これについてもちょっと頭に置いていただきたいと思い

ます。それからまた修正をした点ですけれども、アンダーラインを引いた場

所になりますけれども、元々お配りしていた資料では、この部分に食べ残し

や食品廃棄など環境への影響については第１計画策定時から何パーセント減

少しておりと。食品ロスに関する話がここで出てきてしまっていました。食

品ロスに関する話は前段でしておりまして、ここでは食の安心安全について

語るべきところですので、アンダーラインのところにありますように、その

不安の解消につなげるため、正しく食品・食材を選別することができるよう

に、町民が食に関する知識を深めることができるような情報ですね、こうい

ったものを適時・適切に提供する必要があるというふうに改めさせていただ

いております。 

それからページをまためくっていただきまして、その情報の提供の仕方で

すね、これをどういった手段を取っていこうかとした時に、食品の安全性に

関する情報源は何ですかという質問をさせていただいたんですけれども、こ

れにつきましては、１番はテレビラジオ、次に新聞・雑誌、インターネット

の順でした。ただしこれは年代別にみていくとですね、年代が下がるにつれ

てインターネットの割合が増えてきます。30 代においてはもう、新聞・雑誌

を逆転してもう 60%近くに達していた、という状況でございます。ですので、

情報発信よる周知・推進を図る上では、内容によっては、伝えるべき年齢層

に適した情報発信媒体の選択というのが必要になってくるだろうということ

で、こういう書き方をさせていただいております。具体的にはですね、SNS で

すね。 Facebook とか、こういったものをもっと活用していくべきではない
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かというふうに考えております。 

次のページからはですね、地産地消についてということです。まずは地産

地消の認知度と感心度ということで、ご覧のとおりアンケート取ったわけで

すけれども、地産地消という言葉を知ってる人、関心のある人というのは８

割を超えているという状況なんですけれども、これが実践してる人の割合は

となると、３割を切る状況だというところで、地産地消の意味を正しく理解

した上で、関心を高めた上で、実践につなげるということが必要になるだろ

うというふうに書かせていただいております。 

ページをめくっていただきまして、農林水産物の購入場所につきましては、

順位ですとか割合については大きな変化はなくて、１位が食品中心のスーパ

ーマーケット、それから２位が大型スーパーマーケット、それから直売所と

いうような順位でございました。ただですね、問 64 で、購入する農林水産物

を選ぶ際の基準というところのアンケートにつきましては、国内産のものと

いうのがですね、前回５位でしたけれども３位まで順位が上がってきました。

これは前段の方で述べましたが、輸入食品に対して不安を感じる人の割合が

多い中で、国内産のものへの安心感・信頼度が高まっているのではないかと

考えたところです。地元産物についてもですね、正しい食品表示ですとかト

レーサビリティ、こちらの推進等によりまして、消費者に対して安心・安全

をアピールすると。そういった取組みを行えば、また地産地消にも繋がって

くるのではないかというふうに考えたところです。 

次のページに行きます。19 ページはですね、子供たちの状況と書いており

ますけれども、子供達の状況について、というふうにさせていただきたいと

思います。食事を楽しいと思うとき、つまらないと思うときということで、

これは児童・生徒へのアンケート調査だったわけですけれども、これは当然

だろうなというものは、好きなものを食べる時、それから問 18に行けば、嫌

いなものが出た時、これは当然かなというところなんですけれども。外食す

るときとかいうのもそうですけれども。家族揃って食べると良いというのが

３番目に高かった数字でございます。それから問 18 にあっては、つまらない

と感じるのは、一人で食べるときと。これが第３位に上がっているというと

ころで、子供達が充実した食生活を送るには、やはり共食ですとか逆に孤食、

こういったのが深く影響してくるのではないかというふうに位置づけたとこ

ろです。 

ページをめくっていただきまして、学校給食についてでございます。学校

給食が大好き、好きと答えた子供は７割を超えているという状況でございま

す。その内訳を見ていくと、おいしい給食が食べられるから、これがもう何

７割近くと。その次に高かったのが、みんな一緒に食べられるからと。これ
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も 7 割近くあるところです。先ほど申し上げましたけれども、やはり子供た

ちが充実した食生活を送るというところでは、共食ですね、これが深く影響

を与えているというふうに考えたところです。それからその下は、保護者が

考える学校給食というところですけれども、学校給食に対しましては、保護

者の皆さんは、栄養への配慮というところを高く評価しているという結果が

出ております。それから学校給食に望むこととしましては、食品の安全性と

いうところが最も高くて、次に高かったのが郷土食とか行事食の取り入れ、

こういったのを望んでいるという結果でございました。もう今すでに取り組

んでいただいてますけれども、地元産の食材利用ですとか、こういったとこ

ろが、また保護者の皆さんの評価にも繋がってきているし、今後も繋がるん

じゃないかというふうに考えたところです。それから４の親が考える子ども

への食育というところで、子供への食育とはというところで、こちらですね、

すいません、先ほどの割合の話でして、また差し替え資料の方ですね、21ペ

ージの下の方なんですけど、先ほどちょっと説明させていただきましたとお

り、グラフの形は変わらないんですけれども、回答の数を分母にしてしまう

と、最初配った資料にあるとおり、パーセンテージがかなり低い表現されて

しまう。修正資料の方ですけれども、これは回答した人の数、これを分母で

考えるとこのような割合で表示されてくるというところで、差し替え資料の

ような表現の仕方を取らせていただいたところです。親はですね、１日３食

規則正しく食べること、それから食べ物を無駄にしないこと、そして食事の

前後にいただきますなどの感謝を表すこと、これら３つが特に高かったとい

うところです。 

元資料に戻っていただきますけれども、ページをめくっていただきまして、

今度は子供が考える食育ですね。こちらについては、規則正しい食事という

ところが１番高かったと。それから、よく噛んで食べること、それから食事

の前後にいただきます等の感謝を表すこと。これら３つが特に高かったとこ

ろでして、親と子供の考える食育の、トップ３を合わせたのが次の４点。食

べ物を無駄にしない、食品ロスの削減ですね、それから規則正しい食生活、

次が食事の際の挨拶、よく噛んで食べると。こういったところが子供・親と

いうところで、食育を実践する時に、とっかかりやすい部分になってくるの

かなというふうに考えているところでして、こういった所へは、情報提供で

すとか指導、そういうのをサポートしていく必要があるというふうに考えた

ところです。 

23 ページ次のページですけれども、まとめ的な部分になります。計画の基

本的な考え方についてというところで、基本理念としましては、最初申し上

げましたとおり、子供達をあくまで中心に考えていこうと。未来ある子供た
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ちの健康で健やかな成長のために、食育・地産地消を理解し、豊かな自然環

境と食への感謝の気持ちを育む、ということで、子供たちを中心に考えるこ

とで、そのためにまず大人たちが食育・地産地消を理解して実践していこう

というような考え方でございます。 

基本理念を実現するための基本目標ですね、これを４つ掲げさせていただ

いたところです。まず１番目が、子供たちを中心に据えた、家庭・学校と地

域での食育推進というところで、共食、早寝早起き朝ごはんを推進して、規

則正しい食生活の習慣を築きますと。食育は子どもたちにとって心身の成長・

人格形成に大きな影響を及ぼし、生涯に渡って健全な心と体を培い、豊かな

人間性を育んでいく基礎となるものであることから、家庭・学校はもとより

関係主体が一体となって推進します、というふうにまず１番目の目標を立て

たところです。 

２番目が、健康で豊かな食生活の推進ということで、町民一人ひとりが、

歯・口ですね、それから心身の健康を維持しましょうと。栄養バランスとれ

た食事を取りましょうと。そういったことを推進していくという目標にした

ところです。 

次の３番目、地産地消・食の交流の推進という目標を掲げました。こちら

につきましては農林水産所体験、こちらを通じて、そういったものについて

の学習、それを通じてまた地産地消への関心ですとか、生産者さん、それか

ら自然環境に対する感謝の気持ちを育んでいきましょうという目標です。 

４番目、食の安心安全に対する理解促進というところで、消費者・生産者

が共にですね、食品の安心・安全に対して知識や理解を深めることができる

ように、普及・啓発に取り組みます、としたところです。 

次のページめくっていただきまして、それを実現するための具体的な取り

組みということで掲げたところですが、これも第１回目の会議で、こういっ

たことをやっていきますというところでご承認いただいた内容、そのとおり

になっております。 

 25 ページ、次のページにまた移りますけれども、数値目標と推進体制と

いうところで、数値目標につきましては、関係課等と打ち合わせをしながら、

このような数字を掲げさせていただいたところでございます。食育について

言葉も意味も知ってる町民の割合、これを 7 割と。食に関心がある町民の割

合、これを８割。バランスガイドについての意味を知っている町民の割合を

６割、それから朝食を欠食する町民の割合を５%に下げましょうと。食事の際

の挨拶これが６割。食べ残しを減らす努力をする町民の割合、これを４割。

歯や口のことで困ることがない町民の割合を 45％と。農林水産業体験をした

ことがある町民の割合を６割。地産地消について、言葉も意味も知っている
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町民の割合を８割。それから地産地消を実践している人割合を６割、という

ふうに目標を設定したところでございます。 

26 ページをご覧ください。推進体制につきまして、これもですね、第１回

目の会議でご承認いただいた体制から変更はしておりません。家庭・保育所・

幼稚園・学校、子供達ですね、これが中心ですと。それを支えるということ

で、丸く囲ってあるというところでして、下の方の点線のところは、計画の

進行管理というところですけども、これは役場関係課、事務局は産業振興課

です。この会議につきましては、もしまた見直し等あるときとか、また次の

計画ですね、そういったのを策定するときに、この会議を開いて行いますよ、

ということで、このように書かせていただいております。 

27 ページです。推進主体別の役割でございます。食育基本法が、それぞれ

皆さん役割があるんですよということで掲げておりますので、それぞれ皆さ

んの役割を本計画でも書かせていただいているところです。まず町民の役割

というところで、健康維持ですね、こういったところを務めつつ、食育・地

産地消への理解を深めましょうと。家庭では、子供たちが食べることの楽し

さですとか、そういったこと、食育を学ぶ場でございますということで、規

則正しい食生活・共食を心がけましょう、ということを書いております。こ

れ、すいません、３となってますけれども２ですね。町、保険関係者の役割

としましては、町民の健康増進ですとか食育・地産地消に関わる関係者の活

動を支援していきますと。また、食に関する情報提供、こういうのをやって

いきますと。それから学校・保育園・保育園の役割というところでは、食育・

地産地消のための活動、これも今もそうなんですけれども、積極的にご協力

を頂きたいというところと、給食等を通じた共食ですとか、食事の際の挨拶

の推進、それから農林水産業体験、こういったところで子供への指導といっ

たところが求められますとさせていただいたところです。 

それから次の食品関連事業者ですけれども、児童・生徒に対する料理教室、

これは例えば、漁協さんですとお魚教室ですね。これはもう、食への感謝で

すとか共食、それから食への知識、調理、全て網羅してるような教室ですけ

れども、やっていただいておりますし、地場産物の提供するところでは農協

さんが牛肉を給食に提供してくださったり、お茶を提供していると。今後も

こういったことを、是非ご協力いただければということで、書かせていただ

いております。 

次の農林水産業者ですけれども、これももう今現在、ご活動いただいてい

るところですけれども、学校給食への地元産食材の提供ですね。そういった

のが安心・安全にもつながる。また更には食育・地産地消といったところの

活動にも繋がるというところで、Ｅ委員さん始め、錦江町産の食材というの
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は、ご提供いただいているところですが、今後もぜひ、ご協力をいただけれ

ば、というふうに考えております。 

それから７番目、ボランティア、食生活改善推進員等と書かせていただい

ておりますが、家庭などでの栄養バランスのとれた料理メニューや、地元食

材を活用した郷土料理メニュー等の提案・推進が求められます、とさせてい

ただいておりますが、Ｄ委員さんにおかれましては、ＳＮＳを活用されたう

えで、地元食材を使った料理ですとかメニュー、こういったものを情報とし

て発信されていらっしゃる。そういった活動を、今後もぜひ続けていただき

たいと考えているところです。 

既に実施されている取組みというところでは、町はこういったことを、も

っと情報として発信していく必要があると。知ってもらう必要があると考え

ておりますので、総体的に、こういったことを情報発信していくということ

をやっていくと、いうふうに考えております。 

ちょっと長くなってしまいましたけれども、計画案の説明を終わらせてい

ただきます。 

事務局 資料が訂正があったり、あちらこちらめくったり大変だったと思います。

約４０分くらいのの説明でございました。（１）のアンケートの調査結果、そ

れから（２）の推進計画案、これについてご質問あるいはご提言、そういっ

たものがあれば出していただければと思います。 

Ｃ委員 ちょうど今、最後に説明をいただいたところで、町民の役割というところ

でですね、子供たちが食べることの楽しさや自然の恵みに対する感謝の気持

ちを育むということで、例えば、錦江町の神社で、食に対する、また自然の

恵みに対する感謝ということで、旗山神社では正月行事等が行われておりま

すけれども、そういった行事にも触れるということもまたこういう食育、そ

ういうことにもつながってくるのではないかなと感じたところです。 

担当 まさに今おっしゃっていただいたことは、食育、また国・県が課題として

挙げている食文化の継承、こういったところにも繋がってくるとても大切な

取り組みだと考えますので、ぜひ今後も続けて頂ければありがたいなと考え

ます。ありがとうございます。 

事務局 他にございませんでしょうか。 

Ａ委員 この推進計画は、概要というふうにまだ捉えていいのかなと。そのなかで、

町だったり学校だったりすることが最後の方に、取り組むことが書かれてい

ますが、いただきますを言うとか、残さないとか、そういうのは非常に学校

の中では具体的な事項になりますけれども、今おっしゃった方のように、そ

ういう地域の中での神社の事例が。このあとに何かこう、具体的な取組事項

というのが、それを付けて出そうかなと。例えば、水産業などで言うと、秋
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まつりでつかみ取りをするじゃないですか。ああいうのも非常に、町内の水

産業をＰＲするいい場ですよね。そういうのが実際、この後に、そういう取

組みとして、今やっていることも含めて、あるいはこれからやろうとしてい

ることも含めて、この計画の中に出てくるのかな、出てこないのかなと。 

担当 具体な計画につきましては、それぞれの役割の中で、それぞれが進めてい

くと。その考え方の根本になるのが、この計画というふうに考えております。 

Ａ委員 進めるというだけで、各分野で進めていくというだけで、その領域、分野

から何か計画を出す、くみ上げるとか、そういったことでもないわけですね。

努力義務みたいなことで捉えればいいわけですかね。 

担当  今、各分野でやっていただいてるそういった活動が、実は食育という考え

につながるんですよというような、そういったつなげ方というのをやってい

ければと思っています。 

Ａ委員 達成目標があるわけじゃないですか。達成目標の評価は、やはりまたこう

いうアンケートでされるわけでしょうか。アンケートの量がすごく多くて、

24 年度から比べて下がっているものが多かったわけですよね。アンケートの

量が多いというのも、ひとつの原因なのかなと思うのですが。 

担当 おっしゃられたとおり、アンケートについては、今回のものに限らずいろ

いろアンケートが届くというところで、方々からそういうお話も聞きます。

なるべく簡略化できる方向では考えていければとは思うのですけれども、ど

うしても必要な情報につきましては、すみませんがご協力いただくことにな

るかと思います。 

事務局  他にございませんか。 

Ｉ委員  細かいところですが、計画の５ページで、第１次計画の評価で表を書いて

くださっているんですけれども、目標値については括弧書きで年度を入れる

とか、現状値は何年度の分なのかとか、あと、計算式が分かりにくいかなと。

進捗率じゃなくて進捗ですとおっしゃったんですけれども、何から何を引い

たのがこれだよとか、そういうのが分かるとより見やすいのかなと感じたの

と、あとこのアンケート自体はものすごいボリュームで、よく答えたなと私

も思いました。かなり根気強い。一般の方も６割ということで、けっこうな

回答率だったなと私は驚きました。この計画を作るためにも当然必要だった

アンケートだとは思うんですけれども、例えば先ほど、係長さんも出しまし

たように、ご飯を一人で食べる子供が実際いる、例えば朝食も実は夕食に実

はそれが重なっている人がいたのかなどうなのかなとか、突き詰めていった

ときに、おそらく無記名ですよね。学校も無記名ですよね。実際に誰が書い

たか分からないんだけど、そういう人がいたとすれば、なかなか親の都合と

かがあって、私もあまり言えないんですけど、そういう今度は教育サイドか
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らの支援というか指導とか、そこらへんが上手くつなげられるんではないの

かなとか。あとは非常に学校給食が大好きだとか好きだという子供が多くて、

すごく美味しい給食を出されているんだなというのを感じたんですけれど

も、アンケートで意見を書くところでは、中には栄養士さんとかの情報が古

いんじゃないかみたいなコメントもあったりしてるので、いや給食はすごく

頑張っているんだよみたいなのも、そのへんの方々にも伝われば、そういう

のができればいいのかなと。そのあたりが若干、認識の差もあったりするの

かなと。個人的なことだったのかもしれないですけど。そう思うところがあ

りました。この計画を作るためだけではなくて、このアンケートもまた次の

展開に、それぞれの分野でつなげていけるような形で、活用されればすごく

有効に、やった甲斐があったなというふうになるのではないかと思ったとこ

ろでした。 

担当 ありがとうございます。５ページの表につきましては、年度を加えたり、

どういう差引があってこの進捗を出していると、もうちょっと分かりやすく

なるよう表現を改めたいと思います。それからそのアンケートのボリューム

については、また今後、もう少し簡略化する方向で考えたいと思います。そ

れから情報発信ですね、こちらついてはおっしゃられたとおり、また今後は

もうちょっときめ細やかな情報発信、広く伝えられるような手段も考えなけ

ればというふうに思います。ありがとうございます。 

事務局 他にございませんでしょうか。 

Ｌ委員 お疲れ様です。アンケートの結果を見て、衝撃を受けている部分もあるわ

けですけれども、食事をちゃんと摂っていなかったりとか、子供たちが朝ご

飯を食べていなかったりとか。母数が少ないから、ちょっとの母数で出てき

ているのかもしれないですけど、先ほど校長先生がおっしゃったんですけど、

計画は作りましたけど、これを基にして具体的に、この会の中だけじゃなく

て、職員とか各課とか、こういう情報を共有をして、課の中であったりとか

で、できることをちょっとずつでもやっていった方がいいと思うんですよね。

またその町のイベントがありますよね。秋まつりのなかで、これを活かした

取り組みをしていけばいいのかなと思うんですけど、具体的にどうこうとい

うのは構想ができないんですけど、そういうコーナーでもできればいいのか

なと。そういうコーナーでもいいんですけど、何か意識したものをやってい

けば、少しずつ違ってくるのかなと思うんですけれども、やっぱり意識する

ことが大事かなと思います。せっかく作りましたので、何かにつないで行く

ことが大事かなと。自分たちもまたそれを考えていかなければいけないし、

保健福祉課は特にまた関連があるので。そう思いました。 

担当 ありがとうございます。今、Ｉ委員がおっしゃられたところで、このアン
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ケートの情報共有というところでは、アンケート結果も含めまして、すべて

ホームページで公開したいというふうに考えております。おっしゃられたと

おり、こういったのをきっかけに、各課での行事とかそういったところに活

かせればいいかなと思います。 

Ｉ委員 今の食事情というか、それが私たちの年代よりも上の人たちと、大分違う

のかなという気がしたものですから。ちょっと衝撃だな、と。 

事務局 あと、ございませんでしょうか。 

Ａ委員 関連して。学校ではこういう取組みをしてください、ということなんです

けれども、出席した私は分かりますし、例えばいただきますとか残さないよ

うに食べましょうとかいうのは、普段している指導ではありますけど、例え

ばこの事例に基づいた、食育とか地産地消に基づいた、学校での指導をして

くださいというのは、学校教育のなかで、どこかで他の小中学校の校長先生

等に伝える場というのがあるのかなと思いましてですね。ただ資料を配って、

見てくださいということでは、つながらないのではないかと思います。４月

に新年度の校長会があったりしますけれども、そこでこういう理念でやって

くださいというようなのがあれば、またいいのかなと。例えば、子どもたち

は地産地消という言葉を知らないんだなというのが分かればですね。じゃあ

もうちょっと給食の中で、こういうことだよって、具体的にしゃべれると思

います。そういった具体的なことができてくるのかなと思ったところです。 

担当 ありがとうございます。ちょっと今考えているのがですね、今回のこの児

童・生徒のアンケート結果というのを、学校単位で別けて集計することがで

きるので、それを作って、計画策定の折にはその計画も持って、アンケート

のお礼も兼ねてですね、学校の方を回らせていただきたいと考えております。 

事務局 あと、担当課がそれぞれありますので、担当課の課長さん方なり、またそ

の担当のほうに、一応こういうことで今回こういう計画書を作りましたとい

うことでまた周知をしていただくように、こちらからもお願いしたいと思い

ます。 

事務局 この結果については、役場関係課で協議をしたほうがいいような、数値が

かなり、私もビックリしたのですが、いい方向になっているのかなと思った

ら、逆の方向なもんですから。かなりレベルを上げていかないといけないの

かなという気がします。 

 他にございませんでしょうか。 

 ひとつですね、今Ａ委員やらおっしゃったとおりなんですけれども、数値

がかなり悪くなっているアンケートのほうが多いような気がします。我々行

政を含めて、そこをしっかりしていかないといけないんだなあということを、

つくづく思ったところでした。ただ、ちょっと話は変わりますけれども、畜
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産の牛、豚、鶏、こういった値段がかなり良くなっています。その裏返しと

してはやはり国内産、前に中国の鶏肉の関係もありましたけれども、こうい

ったことが基礎にあるのかなあというのを、このアンケートではっきりと読

み取れたような気がします。畜産だけじゃなくて、今後、野菜、農産物につ

いてもおそらくその傾向は続くのかなと思いますので、我々の担当課として

は特に農産物を扱っていますので、その方向に力を入れていく方法が、金取

りの早道かなというアンケート結果がしっかりと出たような気がします。そ

ういった意味からも、この結果は大事にしていきながら、今後につなげてい

ければなと思います。 

 それでは（３）の、今後のスケジュールについて、事務局から説明をい

たします。 

担当 今後のスケジュールについてでございます。今ちょっとご指摘いただいた

ところですとか、そういったところを反映させて、パブリックコメントです

ね、3 月 12 日から 4 月 13 日の間で実施したいと考えております。それを経

まして、策定を 4月 16日月曜日ということで計画したいと思っております。

以上です。 

事務局 そういった予定になっておりますので、この点はこれで了承をお願いした

いと思います。 

その他を含めまして、ございませんでしょうか。なければ大きな 3 番の協

議事項を終わりたいと思います。ご協力ありがとうございました。 

事務局 それでは協議事項のほうを終わりますけれども、総体的に何か、皆さま方

から何かご意見等ございましたら、お伺いしたいのですが。何でも結構です

ので、よろしくお願いします。 

 なければ、これで閉めさせていただきたいと思いますけれども、今後はこ

のパブリックコメントを経て、計画策定をしていくわけなのですが、今日出

た皆さま方のご意見を反映させながら、また町民の皆さま方のご意見が多少

あるかと思いますので、そういうものも含めまして、作成をして、今後５年

間この計画に沿って皆さま方のご協力をよろしくお願いしたいと思います。 

本日はどうもご苦労様でございました。 

 


